
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行い、環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し、郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取り組むための実施計画を作成

しましたので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和元年５月２０日 

学校名  福井市木田小学校 

校長氏名  巣守 俊彦   

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 環境や電気エネルギーについて学習します。 

  ② 節水・節電に努めます。 

  ③ ごみ減量・リサイクルを推進します。 

  ④ ＰＴＡの人と協力し地域の方々にも呼びかけます。 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

   電気エネルギーの大切さを実感するために、ゲストティーチャーを招いて学習する。 

   各教科で環境に関する学習を行い、環境問題に気づき、環境を保全する必要性を学ぶ。 

 ② 省エネルギー・省資源 

   気象観測・エコ委員会がエコパトロールを行うとともに、全校児童が、使用していな

い教室や廊下、トイレなどの照明をこまめに消す。 

   手洗い、歯みがき時に、水を出しっ放しにせず、水の無駄使いをしない。 

 ③ ごみ減量・リサイクル 

   アルミ缶の回収・ペットボトルキャップ回収を行い、リサイクルする。 

 ④ その他の環境保全活動 

   学校で取り組んでいる環境学習、環境保全活動について保護者に学校便りなどを通し

て伝達する。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

  ③ごみ減量・リサイクルの推進では、ＰＴＡの協力のもと、気象観測・エコ委員会が主

となって、ペットボトルキャップの回収を行う。その際、各クラスの児童に呼びかける

ことで、保護者・全校児童が一丸となって協力し合う。資源が有限であること、リサイ

クルすることで有益な物に変化していくことを学び、物を大切にしようとする態度を育

てる。 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月２７日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

      福井市木田小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

  ① 環境や電気エネルギーについて学習しま

す。 

  ② 節水・節電に努めます。 

  ③ ごみの減量・リサイクルを推進します。 

  ④ ＰＴＡの人と協力し、地域の人にも呼びか 

けます。 

２ 取組内容  

 

① 環境学習・環境教育 

    気象観測・エコ（環境）委員会において、県のエコワー 

クブックを活用して、きちんとごみを分別しごみを減らし 

限りある資源を大切にする学習を行った。その中で環境を 

大切にするために自分たちができることを考えた。 

また、きれ・ピカ（整美）委員会では、清掃時間中に、 

校舎ごとのごみの分別を行ったり、特別支援学級では、日 

々燃えるごみ・燃えないごみの分別について児童と確認し 

たりしている。 

 

② 省エネルギー・省資源 

 気象観測・エコ（環境）委員会が大休みや昼休みにエコ 

パトロールを行い、必要のない教室の照明を消すよう呼び 

かけた。委員会の呼びかけにより、児童も進んで照明を消 

す姿が見られるようになった。 

さわやか（保健）委員会は、トイレットペーパーの無駄 

な使用を減らすため、全校児童に適切なトイレットペーパ 

ーの使用方法を呼びかけた。 

 

③ ごみの減量・リサイクル 

 やさしさ（福祉）委員会がアルミ缶の回収を行い、リサ 

イクルをしている。また、気象観測・エコ（環境）委員会 

がキャップ募金を各クラスに呼びかけ、回収した後、８kg 

ずつ量って袋に入れ、その袋をＰＴＡ交流委員の方が福井テ 

レビに搬入している。そして、搬入した量を毎年各家庭に 

知らせている。保護者の方だけで無く、広く地域の方にも 

協力してもらえるよう、児童玄関前にキャップ入れやアル 



 

 

 

 

ミ缶入れを常時設置している。 

④ その他の環境保全活動 

 ２月には学校生活目標の「ものを大切にしよう」のもと、自分の物を大切にしてい

るかふり返ってもらうため、文房具の記名に対する全校アンケートを気象観測・エコ

（環境）委員会が行う予定である。 

また教職員の意識も高めていけるよう、年間を通して印刷機やコピー機を利用する

際、反故紙の利用を進めた。 

★ ＥＳＤポイント 

  ③のごみ減量・リサイクルの推進では、定期的なキャップの回収により、児童たちが

協力し合いながら主体的に行動する姿がみられるようになった。そして、各家庭での意

識が高まり、相当量のキャップの回収をすることができるようになった。また、ＰＴＡ

との協力体制もできており、活動の持続が期待される。(協力・参加) 

３ 
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 【具体的効果】 

① 委員会の児童が毎日パトロールして節電を呼びかけたことで、全校児童が教室

を出る時や用のない時に照明を消したり、コンセントを外そうとしたりと、節

電を意識できるようになった。 

② キャップ募金の活動は、ＰＴＡの協力により活動が定着し、家庭への啓発が図

られた。 

【改善点】 

① 節電に対する意識の向上はみられたが、節水に対する児童の意識はまだ低いと

思われる。よりよい環境を維持していくために、今自分たちにできることは何

かということを考え学年に応じた取組ができるようにしたい。 

② キャップ募金の意味や、それぞれの活動の必要性を考える場面を取り入れるこ

とで、主体的に協力できるような体制をさらにつくりたい。 


